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1. はじめに 

実環境下での音声認識において，雑音による認識精度

の低下を抑制する取り組みは多い．しかし，構内アナウン

スのような音声が雑音として存在する場合，抑制する

ことは難しく，挿入誤りにより音声認識精度が大幅低

下する原因となる．音声雑音を考慮した音声区間検出

を行った研究も近年取り組まれている[1]．先行研究[2]

ではアナウンスモデルを用いてアナウンス区間を検

出する手法を提案した．しかし，構内アナウンスには，

アナウンスモデルでは検出することが出来ない音楽

区間が存在しており，同じく挿入誤りの原因となって

いる．そこで本研究では，電子音楽モデル追加によっ

て音楽区間を検出する手法を提案する． 

2. 電子音楽モデルの追加 

本研究では[2]で提案した，GMMを用いてアナウンス音

声区間を事前に雑音区間として検出し，棄却する手法に

対し，新たに電子音楽モデル(音楽 GMM)を追加すること

により，構内アナウンス中の音楽区間の検出，棄却を行う

手法を提案する．構内アナウンスに含まれる音楽はアナウ

ンス音声とは異なり認識対象の音声と同じ特徴を持たない

ことから，電子音楽からモデルを作成できると考えた．そこ

で構内アナウンス中の音楽の構成音域に対応するために

１オクターブ間の 8 音を往復する電子音 4 オクターブ分の

電子音楽を作成しモデル学習に用いる．各 GMM に対す

る入力フレーム尤度を比較し，音声/非音声の判別を行う． 

3. 評価実験 

 CENSREC1-C[4]を用い音声区間検出実験及び，検出

した音声区間に対する連続数字音声認識実験を行った． 

4. 実験条件 

 音声区間検出のための各 GMM の学習には表１のデー

タを用い，GMM混合数は 40 とした．評価音声には，表 2

に示す音声とアナウンスを SNR 0dB, 10dB, 20dBになる

ように重畳し，実環境を模擬した音声を用いた．音声区間

検出の評価には誤棄却率と誤受理率が等しくなる誤り率で

ある等誤り率を用いた．音声認識の評価には単語正解精

度を用いた．音声認識のための音響モデルは状態数 18, 

混合数 20 の HMM /zero/〜/kyu/ と無音を用意した[3].

音声，無音GMMを用いた場合をベースラインとし，アナウ

ンス GMMを加えた場合を従来手法とする． 

 

表 1．学習データ CENSREC1[3] 

①通常音声 男女 55名の数字読み上げ 8440発話 

アナウンス ①を 5m離れたスピーカから流し録音 

音楽 電子音楽 2400秒 

     表 2．評価データ CENSREC1-C[4] 

音声 男女 55名の数字読み上げ 312発話 

アナウンス JR西千葉駅スピーカから 16mで録音 

           表 3. 音声区間検出結果(等誤り率) 

 0dB 10dB 20dB 

ベースライン 24.1% 13.4% 6.1% 

従来手法[2] 17.5% 7.1% 4.3% 

提案手法 14.6% 6.5% 3.4% 

           表 4. 音声認識結果 (単語正解精度) 

 0dB 10dB 20dB 

ベースライン 44.84% 75.33% 91.29% 

従来手法[2] 49.47% 81.80% 95.73% 

提案手法 50.24% 84.72% 97.13% 

 

5. 実験結果 

表 3に音声区間検出実験結果を示す．また，表 4に

音声認識結果を示す．音楽 GMMの追加により構内ア

ナウンスに含まれる音楽による挿入誤りを抑制する

ことができ，従来手法と比較して音声区間検出性能が

向上し，結果として音声認識精度が向上した． 

6. まとめ 

 本研究では，構内アナウンスに対し頑健な音声区間検出

手法に音楽モデルを追加することで，頑健性の向上を行っ

た．今後は様々な構内アナウンスに対する実験，区間検出

の際の最適閾値推定手法の検討を行う． 
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